
　

わ
が
国
経
済
は
、
一
昨
年
秋
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
経
済･

金
融
危
機
か
ら
、
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
、

と
い
う
声
も
よ
う
や
く
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
の
経
済
と
雇
用
を
支

え
る
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
未
だ

厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
組
合
の
中

に
は
設
立
目
標
が
希
薄
に
な
り
、
共
同

事
業
へ
の
参
加
意
識
が
乏
し
く
な
っ
て

い
る
組
合
員
も
少
な
く
な
い
と
の
話
も

耳
に
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
並
び
に
中

小
企
業
組
合
が
停
滞
す
る
状
況
を
打
開

し
、
存
続･

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

人
材
の
育
成
（
事
務
局
機
能
の
強
化
）

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
会
で
は
中
小
企
業
組

合
関
係
者
を
対
象
に
、
組
合
の
運
営
、

会
計
等
の
基
礎
的･

実
務
的
知
識
の
習

得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
組
合
実
務
の
専
門

家
で
あ
る
「
中
小
企
業
組
合
士
」
の
養

成
講
座
も
兼
ね
て
お
り
、
本
年
12
月
５

日
（
日
）、
東
京
そ
の
他
の
会
場
で
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
中
小
企
業
組
合

検
定
」
に
向
け
た
受
験
対
策
に
も
適
し

て
い
ま
す
。

　

組
合
運
営
に
携
わ
る
役
職
員
の
方
々
、

ま
た
組
合
設
立
後
間
も
な
い
組
合
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、ぜ
ひ
多
数
の
方
が
受
講

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
日
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
15
分
～

４
時
30
分

▼
９
月
22
日
（
水
）

▽
【
制
度
】
中
小
企
業
論
・
中
小
企
業

組
合
論
、組
合
制
度
（
制
度
史
）
▽
【
会

計
】
組
合
士
受
験
の
た
め
の
会
計
基
礎

▼
９
月
28
日
（
火
）

▽
【
制
度
】
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

の
解
説
▽
【
会
計
】
組
合
士
受
験
の
た

め
の
会
計
決
算

▼
10
月
13
日
（
水
）

▽
【
制
度
】
団
体
法
の
基
礎･

商
店
街

振
興
組
合
法
の
基
礎
・
組
合
制
度
練
習

問
題
（
過
去
問
）
▽
【
運
営
】
組
合
事

務
管
理
の
実
務

▼
10
月
19
日
（
火
）

▽
【
運
営
】
組
合
運
営
通
論･

組
合
運

営
各
論
▽
【
運
営
】
中
小
企
業
関
係
法

律
と
諸
施
策

▼
10
月
28
日
（
木
）

▽
【
会
計
】
税
務
に
関
す
る
出
題
の
ポ

イ
ン
ト
▽
【
運
営
】
労
務
管
理･

労
働

法
通
論

▼
11
月
11
日
（
木
）

▽
【
会
計
】
組
合
会
計
（
問
題
演
習
）

▽
【
運
営
】
組
合
運
営
（
問
題
演
習
）

■
場
所
▽
中
小
企
業
会
館
１
階
会
議
室

■
受
講
料
▽
１
科
目
１
０
０
０
円
（
全

科
目
３
０
０
０
円
）

　

講
習
は
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
ま
す

が
、
別
途
中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
テ

キ
ス
ト
（
有
料
）
も
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
経
営
支
援
部
ま

で
ご
照
会
下
さ
い
。

◎
お
申
込
・
お
問
合
せ
は
本
会
経
営
支
援
部

ま
で�
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今
年
度
の
全
国
大
会
は
、
奈
良
県
奈

良
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
▽
11
月
18
日
（
木
）

■
場
所
▽
な
ら
１
０
０
年
会
館

　

本
大
会
は
、
全
国
の
中
小
企
業
団
体

の
代
表
者
等
が
一
堂
に
会
し
、
自
ら
の

決
意
を
内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、

国
等
に
対
し
て
中
小
企
業
振
興
施
策
の

整
備
拡
充
を
訴
え
、
組
合
組
織
を
基
盤

と
し
た
中
小
企
業
の
安
定
的
発
展
と
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
期
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。
本
大
会
を
有
意
義
な
も
の
に
す

る
た
め
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

中
小
企
業
組
合
士
養
成
講
習
会

　

な
お
、
今
回
は
豊
か
な
自
然
の
中
で

歴
史
が
息
づ
く
〝
遷
都
１
３
０
０
年
の

奈
良
〟
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
観
光
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
お
申
込
・
お
問
合
せ
は
本
会
総
務
部
ま
で
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組
合
法
第
５
条
第
３
項
、
団
体
法
第

７
条
第
３
項
、
商
振
法
第
４
条
第
３
項

で
「
組
合
は
、
特
定
の
政
党
の
た
め
に

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
中
小
企
業
が
共
同
事
業
を
行

う
た
め
の
組
合
が
、
そ
の
目
的
を
逸
脱

し
て
、
特
定
の
公
職
選
挙
の
候
補
者
を

推
薦
し
た
り
、
総
会
等
に
お
い
て
特
定

の
候
補
者
の
推
薦
や
特
定
政
党
の
支
持

を
決
議
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
は
組
合
の
健
全
な
発
展

の
た
め
の
議
会
等
へ
の
陳
情
等
ま
で
を

禁
止
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
展
・
普
及
に

伴
い
組
合
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

情
報
発
信
の
重
要
性
（
組
合
活
動
の
Ｐ

Ｒ
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、
組
合
員

の
利
益
拡
大
、
社
会
的
存
在
意
義
の
拡

大
等
）
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
昨
今
の
情
報
化
社
会
に
対
し
、

組
合
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
は
、
未
だ
不
十
分

で
あ
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
こ
で
本
会
で
は
、
組
合
事
務
局
の

情
報
担
当
役
職
員
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
研
修
会
（
無
料
）
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
組
合
の
情
報
発
信
能
力

の
向
上
や
促
進
を
図
る
上
で
組
合
役
職

員
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
日
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
２
部
構
成
）

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

［
第
１
部
（
基
礎
編
）］

▼
８
月
10
日
、
11
日
、
17
日
、
18
日

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め
の
基
礎

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
を
実
施

す
る
。（
専
用
ソ
フ
ト
使
用
）

［
第
２
部
（
応
用
編
・
実
践
編
）］

▼
８
月
24
日
、25
日
（
応
用
編
）、31
日
、

９
月
１
日
（
実
践
編
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め
の
記
述

言
語
を
使
用
し
た
作
成
手
法
～
見
映
え

が
す
る
ペ
ー
ジ
に
は
欠
か
せ
な
い
画
像

処
理
加
工
技
術
等
に
つ
い
て
学
ぶ
。

◎
お
申
込
・
お
問
合
せ
は
本
会
経
営
支
援
部

ま
で�
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第
62
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

（
奈
良
大
会
）
の
ご
案
内

組
合
の
政
治
的
中
立
の
原
則

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
研
修
会
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■ お知らせ




